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今月の活動報告             

アッサラームアライクム！！こんにちは。 

 今年も残すところ１ヵ月となりました。１２月といえば

「クリスマス」が真っ先に思い浮かぶのですが、UAE

は寒くもなければクリスマス感もあまり感じられませ

ん。寒いのが苦手な私ですが、ちょっぴり日本の冬が

恋しくなってきました。 

さて今月は、日本国大使杯とグランドスラム Abu 

Dhabi が開催されましたので、主にこの 2 点に関して

報告させて頂きます。 

 

○第 5回日本国大使杯 

11 月 5 日に第 5 回日本国大使杯が開催されまし

た。本大会は大使館を初め、JODCO様、UAE柔道連

盟が主催の大会で、今年で 5 回目を迎えました。大

会参加者は 125 名で、UAE 全土から選手が集まりま

した。 

今回は JUDOｓ様から副賞として黒帯と T シャツの

提供、大塚製薬様からはポカリスウェットの提供があ

り、UAE国内の大会としては非常に豪華な大会となり

ました。また中島大使から柔道連盟事務局長のナセ

ル・アル・タミミ氏に対して在外交館長表彰の授与が

行われるなど、内容の濃い、盛り沢山な大会になりま

した。 
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●The attraction of the UAE!! 

UAE’s National Foundation 

Day is on December 2nd and 

this year is the 50th 

anniversary. There are a lot of 

UAE flags on the road as well 

as in malls. So cool!!  
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大会自体も盛り上がりを見せ、勝って喜ぶ選手、負

けて悔しがる選手、初めての試合で緊張が隠し切れ

ない選手、皆それぞれでした。特にジュニアのカテゴ

リーにおいては久しぶりに大会に参加する選手も多く、

私自身も初めて国内のジュニアの大会を見ることが

できました。 

 今回ジュニアで優勝した選手には、JUDOｓ様から

頂いた副賞の黒帯を贈呈しました。皆喜んですぐに

帯を巻いてくれるものだと思っていたのですが、大切

に箱にしまって持って帰る選手がほとんどでした。

「帯巻かないの？」と聞くと、「勿体なくて巻けない」と

いう意見や「まだこの帯を巻くには練習が足りない」と

いった答えが返ってきました。私としては帯を巻いて

いる姿を見たかったのですが、彼らなりに黒帯の重

みを理解し、大切に扱っているのだと思うと嬉しい気

持ちにもなりました。 

カデのカテゴリーの優勝者には JUDOｓの T シャツ

を贈呈しました。T シャツに関しては、指導者からの

人気が凄く、「俺にもくれ」「日本から取り寄せてくれ」

という声が多かったです。 

JUDOｓ様からの副賞は大好評でした。本当にギリ

ギリのスケジュールの中お願いしたにも関わらず快く

準備して頂きありがとうございました！！ 

 

また今回の大使杯では私自身大会運営の方にも

微力ながら携わらせて頂きました。その中で学ばせ

て頂くことも沢山ありました。 

大会開催にあたり、数か月前から何度も会議を重

ね、日程や段取りをチェックし、問題があればその都

度修正を加える等、たくさんの話し合いを経て大会の

詳細が決まり、会場の予約やメダルの発注、試合会

場の設営やスムーズな進行も、多くの人の協力があ

って成り立っていました。 

正直に言えば、これまで試合を運営してくれている

人の苦労を考える機会が無かったのですが、今回こ

のような学びの機会を頂けたことで、大会運営の大

変さを知り、１つ１つの試合に感謝の気持ちを持って

のぞみたいと思えるようになりました。 

多角的な視点を持つことは凄く大切だと思うのです

が、今回まさに選手・コーチ以外の視点（大会の関わ

り方）を学ばせて頂いた気がします。今後もたくさん

の経験を通してあらゆる視点から物事を見られるよう、

学んでいければと感じています。 

大会運営に尽力頂いた皆様には本当に感謝の気

持ちでいっぱいです。ありがとうございました。 
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○グランドスラム Abu Dhabi 

 11月 26日～28日にアブダビでグランドスラムが開

催されました。今回 UAE からは 8 名の選手が出場し

ました。グランドスラムといえば、オリンピック、世界

選手権に続く大きな大会ですが、UAEのメンバーにと

ってはローカルな試合も、グランドスラムもあまり変わ

らないのか、本来登録していた選手 10 名のうち 2名

は直前にドタキャンをし、白柔道着を持ってきていな

い（持っていない）選手が 2名、帯がない選手が 1名

と、大会前から想像もしていなかったことで冷や冷や

させられました。帯が無い選手には私の帯を貸し、白

柔道着が無い 2 名の選手は第１試合が青柔道着だ

ったので、何とか問題なく試合に出場できました。私

の監督不行の部分ももちろんありますが、選手たち

が仕事の合間に試合に出ていることもあり、集合す

る日もバラバラ、いつ誰がホテルに来て、誰がホテル

に来ていないかもわからない状況でした。本当はもう

少し出場する選手を減らしたかったのですが、自国

開催だからどんどん出場させようということで、半分

の選手は今回のグランドスラムで初めて会う選手で

した。そういう経緯もあり統率が取れず、グダグダと

なってしまいました。 

結果は全員初戦敗退でした。やはり命を懸けて柔

道に取り組んでいる他国の選手とは柔道に対する温

度差があります。8 名出場しても 1 勝を挙げることす

らほど遠かったです。もちろんマイナスなことだけでな

く、このような大会に出ることで世界のレベルがどれ

ほど高いかを実感できたと思いますし、自分の弱点

を見つけ、改善しようという選手もいました。 

また UAE 柔道の普及の観点からいえば、ニュース

や新聞に取り上げてもらうことが出来たので、宣伝に

も繋がったと思います。このようにグランドスラムに出

場して良かったことも沢山ありました。 

ただグランドスラムに向けた準備に関しては、子供

ではないので自分たちでしっかりと行ってほしいと思

いますし、私も次回以降はコーチとしてもっと選手 1

人1人の管理を徹底しなければいけないと感じました。

良いことも悪い事もたくさんの学びと収穫があった 3

日間でした。 

 

 

 

～グランドスラム Abu Dhabiでの出会い～  

グランドスラムで出会った人々を少し紹介させて頂け

ればと思います！      

 

私の右側にいるのが Armen Bagdasarovさんで、現

在 IJF の理事をされており、ウズベキスタンの柔道家

で初めてオリンピックのメダルを獲得された方です。

私の左側にいるのが Aziz Kamilov さんで、現在ウズ
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ベキスタンの柔道連盟長です。私が協力隊としてウ

ズベキスタンにいたころに柔道連盟でお世話になり、

今回久しぶりにお会いさせて頂きました。忘れられて

いるかなと思いつつ挨拶をすると、私の事を覚えてい

てくれ、ウズベキスタンでトレーニングキャンプを開催

する予定があるから UAE チームも招待するねと約束

してくれました。実現するかどうかは分かりませんが、

このようなお二方に覚えて頂けていることだけでも、

ウズベキスタンで頑張った成果かなと思うと凄く嬉し

い気持ちになりました。 

 

早川憲幸ともお会いさせて頂きました。早川さんは

現在 JR 東日本女子柔道部のコーチをしていますが、

以前はコロンビアの柔道ナショナルチームのコーチを

務め、女子選手の 2度のオリンピックメダル獲得に導

いた指導者です。お話をさせて頂く中で、本当に優し

く気さくに話をしてくださり、食事や、会場に向かうバ

スの中、ウォーミングアップの時も、いつも選手に寄り

添っている姿が印象的でした。私は UAE に来てから、

出来る限り選手に寄り添うことを大切にしているので、

まさに見習うべき姿だなと感じました。早川さんと出

会えたことでこれまで以上に UAE で頑張る元気とモ

チベーションを頂けた気がします！！ 

 

人物紹介ではないのですが、上の写真は UAE チー

ムの選手とサウジアラビアの選手が試合前にウォー

ミングアップをしている写真です。二人とも同階級で、

本来ならばライバルの関係ですが、仲が良く、試合前

に一緒にウォーミングアップをしたいということだった

ので許可しました。サウジアラビアのコーチとも「これ

はフレンドシップだから本人たちがしたいようにやら

せてあげよう」と言ってくれました。もちろん勝ち負け

を競うことも大切ですが、柔道を通して仲間を作るこ

とも彼らの人生において非常に重要なことだと感じま

す。柔道で繋がった友情を大切にしている彼らが誇

らしく、そして柔道って素晴らしいなと改めて感じさせ

られました。 

この他にも久しぶりにウズベキスタンの選手と再開

できたことや、日本人選手の活躍を見られたことも私

にとっては良いモチベーションに繋がりました。 

  

来月の活動予定                

12月の予定としては、12月3日に年内最後の国内

大会が行われます。また１２月中旬から約 2 週間の

チュニジア合宿に行く予定です。まだ明確に何も決ま

っておらず、本当に合宿にいくの？と半信半疑です。

果たしてどうなるのでしょうか‥。 

  （芦田 弘毅） 


